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は　じ　め　に

タバココナジラミは，成虫および幼虫がナス科，ウリ
科等広範囲なグループにわたる野菜・花き類の葉を吸汁
加害する。本種には，複数のバイオタイプが存在し
（PERRING, 2001），これまで我が国では，カボチャ葉の白
化現象（外間ら，1993）やトマト果実の着色異常を引き
起こす（松井，1992）バイオタイプ B（シルバーリーフ
コナジラミ，以下，Bタイプと略記），ピーマン（松浦，
2006）やトウガラシ類（德丸・林田，2010）で多発する
バイオタイプ Q（以下，Qタイプと略記），サツマイモ
やスイカズラに発生するバイオタイプ JpL（以下，JpL

タイプと略記）および沖縄県石垣島などに生息している
バイオタイプ Nauru（以下，Nauruタイプと略記）の
発生が確認されている（本多，2005；UEDA et al., 2009）。
また，Bタイプおよび Qタイプは，殺虫剤抵抗性の発
達が世界各地で問題になっている。さらに，タバココナ
ジラミの殺虫剤感受性はバイオタイプによって異なるこ
とが明らかにされている。したがって，定期的に各地域
に発生しているタバココナジラミのバイオタイプおよび
殺虫剤感受性を調べることは，本種の効率的な防除対策
を構築するうえで大変重要なことである。
本稿では，タバココナジラミの殺虫剤感受性検定法に

ついて紹介するとともに，これまで我が国で調べられた
本種の殺虫剤感受性の傾向についても述べる。

I　殺虫剤感受性検定法

タバココナジラミの殺虫剤感受性を検定するために
は，累代飼育によりコナジラミの系統を維持・増殖させ
る必要がある。累代飼育および殺虫剤感受性検定用の寄
主植物は，キャベツ（品種：‘おきな’）を用いる。イン
ゲンマメ（樋口，2006；松浦，2006；貴島ら，2012）を
用いて殺虫剤感受性を調べることも可能であるが，本稿
では，浜村（1997）が示すキャベツ葉浸漬・水挿法を参
考に，キャベツ葉を使った累代飼育法と感受性検定法に

ついて紹介する。
累代飼育および寄主植物の栽培，ならびに殺虫剤感受
性検定は，25℃，長日条件（15L9D）下の恒温器内で以
下の手順で行う。

 1 累代飼育法
バーミキュライトを入れたポット（直径 8.0 cm，高

さ 6.6 cm）にキャベツの種子を 1ポット当たり 3粒播
種し，恒温器内で栽培する。発芽後，本葉が直径 5～
10 cm程度に生育したら葉を切取り，試験管（直径：
1.5 cm，長さ：20 cm）1本当たり1～ 2葉を水挿しする。
そのキャベツ葉を，試験管に水挿しした状態でタバココ
ナジラミの成虫（雌雄合わせて約 20匹）の入った飼育
ケージ（20 cm× 20 cm× 30 cm）に入れて 24時間産
卵させる。その後取り出したキャベツ葉は試験管に水挿
しにした状態で，産卵条件と同じ温度日長条件下で飼育
を継続する。試験管の水が少なくなったら補充する。成
虫が羽化する直前（約 21日後）に，飼育ケージへ移す。
以上の作業を繰り返してタバココナジラミの系統を維持
する。
なお，累代飼育したタバココナジラミのバイオタイプ
は，定期的にミトコンドリア DNA CO I領域の塩基配列
の相同性（上田，2006）により調べる。

 2 幼虫の検定法
タバココナジラミ幼虫の殺虫剤感受性検定法（キャベ

ツ葉浸漬法）の手順について図―1に示した。
あらかじめバーミキュライトで育苗したキャベツ

（図―1，I）から葉（直径約 5～ 10 cm程度）を切取り，
試験管（直径：1.5 cm，長さ：20 cm）に水挿しする
（図―1，II）。キャベツ葉は，試験管に水挿しにした状態
でプラスチック製飼育ケージ（20 cm × 20 cm ×
30 cm）に入れる。その飼育ケージにタバココナジラミ
の成虫を20～ 30匹放飼し，24時間産卵させる。その後，
取り出したキャベツ葉は試験管に水挿しし，14日後に 3

齢幼虫が寄生したキャベツの葉部を供試薬剤に 10秒間
浸漬処理する（図―1，III）。薬剤は，常用濃度を基準と
して展着剤を加用する。常用濃度で 50％以上の死虫率
を示した薬剤は，LC50値を求める。LC50値を求める場
合は，常用濃度から 4～ 5段階の希釈濃度を設定する。
処理後は，引き続き試験管に水挿しして飼育する（図―1，
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IV）。処理前の幼虫数および処理 10日後の羽化成虫数
（脱皮殻数）を実体顕微鏡下で調査し，死虫率を求める。
死虫率は，水処理（展着剤含む）の値を対照として
ABBOTT（1925）の方法により補正する。

 3 成虫の検定法
タバココナジラミ成虫の殺虫剤感受性検定法の手順に
ついて図―2に示した。
長方形（縦：1.5 cm，横：3.0 cm）に切ったキャベツ
葉を供試薬剤（展着剤含む）に 10秒間浸漬処理する
（図―1，II）。LC50値を求める場合は，常用濃度から 4～

5段階の希釈濃度を設定する。風乾後，キャベツ葉は試
験管（直径：2 cm，長さ：25 cm）に入れ，試験管内に
は羽化 1から 3日後の雌成虫を 5匹ずつ放飼し，シリコ

ン栓で蓋をする（図―1，III）。24および 48時間後に死
亡虫数を実体顕微鏡下で調査し，死虫率を求める。また，
48時間後には葉面上の卵を実体顕微鏡下で数えること
により，雌成虫の産卵活動に及ぼす殺虫剤の影響を調べ
ることができる。卵が認められた場合は，湿らせたろ紙
片（1 cm× 2 cm）と葉片を再び試験管内に入れて引き
続き飼育する（図―1，IV）。10日後に，ふ化幼虫とふ化
後に死亡した幼虫を実体顕微鏡下で数え，100×（産卵
数－ふ化幼虫数－ふ化後死亡幼虫数）/産卵数により殺
卵率を求める。死虫率および殺卵率は，水処理（展着剤
含む）の値を対照として ABBOTT（1925）の方法により
補正する。
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図－1　 タバココナジラミ幼虫の殺虫剤感受性検定法の手順
  I  ：ポット植えしたキャベツ（品種：‘おきな’）．
 II ： 直径 5～ 10 cm程度のキャベツ葉を切り取り，試験管に
水挿しし，飼育ケージに入れ 24時間産卵させる．

III： 産卵 14日後の 3齢幼虫が寄生したキャベツ葉を，10秒間
薬液に浸漬処理．

IV： 試験管に水挿しし，10日後に羽化個体数（脱皮殻数）を
数え，死虫率を求める．
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図－2　 タバココナジラミ成虫の殺虫剤感受性検定法の手順
  I  ：ポット植えしたキャベツ（品種：‘おきな’）．
 II ： 長方形（1.5 cm× 3.0 cm）に切取ったキャベツ葉片を，10秒間薬液に浸漬
処理．

III： IIで処理したキャベツ葉片を試験管（2 cm× 25 cm）に入れ，羽化 1～
3日後の雌成虫を 5匹ずつ放飼し，24および 48時間後に死亡虫数を数え，
死虫率を求める．48時間後には卵数も数える．

IV： IIIで卵が認められた場合は，湿らせたろ紙片（1 cm× 2 cm）と葉片を新
しい試験管内に入れ引き続き飼育する．10日後に，ふ化幼虫数を数える．
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表－1　タバココナジラミの幼虫および成虫に対する各種薬剤の殺虫効果

薬剤名
希釈
倍数
（倍）

バイオタイプ Q
バイオタイプ B

（シルバーリーフコナジラミ）

バイオ
タイプ
Nauru

バイオ
タイプ

JpL

京都 1） 熊本 2） 三重 3） 高知 4） 沖縄 5） 沖縄 5） 大分 6）

幼虫 成虫 成虫 幼虫 成虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 成虫

合成ピレスロイド剤

エトフェンプロックス　EC 1,000 × × ×
◎

（49.98）
◎

（39.93）
◎ △ × ◎ ◎ ◎

シペルメトリン　EC 2,000 × ×     × 7）     × 7）     × 7） ― × × ◎ ◎ ◎

昆虫成長制御剤

ブプロフェジン　WP 1,000 × × ―
◎

（27.38）
― ― × × ○ × ―

フルフェノクスロン　EC 2,000 × × ―
◎

（6.22）
― ― △ × ◎ × ―

ネオニコチノイド剤

アセタミプリド　SP 2,000 × × ―
◎

（3.32）
     ○ 12）

（7.55）
     ◎ 11） × ◎ ◎ ◎ ―

イミダクロプリド　WP 10,000 × ×     × 9）     ◎ 9）

（3.64）
△

（5.43）
    ◎ 9）     × 9）     × 9）     ○ 9）     ◎ 9）     ◎ 9）

クロチアニジン　SP 2,000 × × × ― ― ◎ × △ ◎ ◎ ◎
ジノテフラン　SP 2,000 △ ○    ○～× 10） ― ―      ◎ 10） △ ◎ ◎ ◎     ◎ 10）

チアメトキサム　SP 2,000 × × ― ― ―      ◎ 10） △ ○ ○ ◎ ―

ニテンピラム　SP 1,000 △ ○ ○～△
△

（51.54）
    ◎ 9）

（9.30）
◎ × ◎ ◎ ◎ ◎

殺ダニ剤

ピリダベン　WP 1,000
◎

（1.59）
◎ ◎～○

     ○ 13）

（1.08）
     ○ 14）

（5.68）
◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ミルベメクチン　EC 1,500
◎

（0.98）
× ―

    ◎ 7）

（1.83）
― ―    ○ 7）     × 7）     ◎ 7）     ◎ 7） ―

その他
エマメクチン安息香酸塩　EC 2,000 △ ○ ◎ ― ― ― ○ ○ ◎ ◎ ◎
クロルフェナピル　WP 2,000 × × × ― ― ○ × × △ ◎ ―

スピノサド　WP 5,000
◎

（0.91）
△ ○ ― ― ― △ ○ ◎ ◎ ◎

トルフェンピラド　EC 1,000
○

（78.73）
× ― ― ― ― ◎ × ◎ ◎ ―

ピリダリル　WP 1,000 × × × ― ― ― × × × × ―

ピメトロジン　WP 3,000 × ○ × ― ―      ◎ 10）     ×12）     ×12）     ×12）    ◎12） ◎

殺菌剤
キノキサリン　WP 2,000 × ×     × 8） ― ― ○ ○ × ○ ◎ ―

（注）括弧内数値は LC50値．
WP水和剤，EC乳剤，MCマイクロカプセル，SP水溶剤，S液剤．
◎死虫率が 90％以上，○ 70～ 89％，△ 50～ 69％，× 49％以下，―データなし．
1）德丸・林田（2010），2）樋口（2006），3）浜村（1999），4）広瀬（2006），5）貴島ら（2012），6）岡崎ら（2010），
希釈倍数は 7）1,000，8）1,500，9）2,000，10）3,000，11）4,000，12）5,000，13）10,000，14）50,000．
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II　殺虫剤感受性

これまで我が国で調べられたタバココナジラミの殺虫
剤感受性について表―1にまとめた。Bタイプ（浜村，
1999；広瀬，2006など）および Qタイプ（樋口，2006；
德丸・林田，2010など）の殺虫剤感受性は，比較的多
くの個体群で調べられているが，Nauruタイプは沖縄個
体群（貴島ら，2012），JpLタイプは大分個体群（岡崎ら，
2010）でのみ調べられている。これらの報告を基に，各
種薬剤に対する感受性をバイオタイプ間および薬剤の系
統間で比較する。合成ピレスロイド剤に対しては，Qタ
イプの感受性は低く，Nauruおよび JpLタイプは高い。
Bタイプは個体群および殺虫剤の種類により異なる。昆
虫成長制御剤に対しては，Qタイプの感受性は低く，B

タイプは個体群，Nauruタイプは発育段階によりそれぞ
れ異なる。ネオニコチノイド剤に対しては，Qタイプは
殺虫剤の種類，Bタイプは個体群によりそれぞれ異なる。
Nauruおよび JpLタイプの感受性は高い。殺ダニ剤の
ピリダベンに対する感受性はすべてのバイオタイプで高
く，Qタイプおよび Bタイプの LC50値は低い。その他
の殺虫剤では，エマメクチン安息香酸塩およびスピノサ
ドに対する感受性がすべてのバイオタイプで高く，殺菌
剤のキノキサリンに対する感受性は，Bタイプと Nauru

タイプで比較的高い。

お　わ　り　に

タバココナジラミは，寄主範囲が広く（PERRING, 

2001），果菜類では，苗の段階でコナジラミ類が発生し

た場合は，その防除手段を薬剤に頼ることが多くなる。
また本種の殺虫剤感受性は，バイオタイプ，個体群，発
育段階および殺虫剤の種類により異なり，特に Qタイ
プおよび Bタイプに対して殺虫効果の高い剤は限定さ
れる。また，同一の寄主植物で複数のバイオタイプが同
時に発生することがある（岡崎ら，2010；貴島ら，
2011）。したがって，タバココナジラミの殺虫剤感受性
と発生しているバイオタイプを定期的に調べることは本
種の防除対策を立案するうえで重要である。しかし，本
種の日本産個体群の殺虫剤感受性は，これまで Bタイ
プが我が国に侵入・定着した 1990年代と Qタイプの発
生が確認された 2000年代後半に集中して調べられてお
り，定期的に調べられてはいない。また，LC50値まで
求められた報告は非常に少なく，比較対象となる感受性
系統を各バイオタイプごとに標準化する必要がある。
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